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■
価
格
転
嫁
・
取
引
適
正
化
に

関
す
る
実
態
調
査
結
果
を
公
表　

林
野
庁

林
野
庁
は
、
林
業
・
木
材
産
業
事
業
者
を
対

象
に
６
月
か
ら
７
月
に
実
施
し
た
「
価
格
転

嫁
・
取
引
適
正
化
に
関
す
る
実
態
調
査
」
の
調

査
結
果
（
回
答
者
７
７
６
年
）
を
公
表
し
た
。

コ
ス
ト
上
昇
時
に
お
け
る
価
格
交
渉
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
全
回
答
者
の
う
ち
７
割
以
上
が

価
格
交
渉
を
「
概
ね
又
は
一
部
実
施
で
き
た
」

と
回
答
し
た
。
こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
木

材
販
売
業
に
お
い
て
、「
概
ね
又
は
一
部
実
施

で
き
た
」割
合
が
87
％
で
全
体
と
比
べ
て
高
く
、

素
材
生
産
業
や
プ
レ
カ
ッ
ト
業
で
は
そ
れ
ぞ
れ

53
％
、
64
％
と
全
体
よ
り
も
低
か
っ
た
。
価
格

交
渉
を
「
概
ね
又
は
一
部
実
施
で
き
た
」
と
回

答
し
た
者
の
う
ち
、
約
８
割
が
受
注
者
か
ら
の

申
し
入
れ
で
あ
っ
た
。

コ
ス
ト
上
昇
時
の
価
格
交
渉
が
「
ほ
と
ん
ど

又
は
全
く
実
施
で
き
な
か
っ
た
」
と
回
答
し
た

者
の
価
格
交
渉
が
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
、

「
価
格
交
渉
を
行
っ
て
も
受
け
入
れ
て
も
ら
え

な
い
た
め
」
が
74
件
と
最
も
多
か
っ
た
。
木
材

加
工
業
や
プ
レ
カ
ッ
ト
業
で
は
、「
発
注
量
減

少
や
取
引
停
止
を
恐
れ
た
た
め
」
と
回
答
し
た

割
合
が
多
か
っ
た
。
他
方
、木
材
販
売
業
で
は
、

「
発
注
側
に
お
い
て
コ
ス
ト
を
踏
ま
え
た
価
格

改
定
が
な
さ
れ
た
た
め
」
と
の
回
答
が
多
か
っ

た
。コ

ス
ト
上
昇
時
の
価
格
交
渉
に
用
い
る
資
料

と
し
て
は
、
市
況
デ
ー
タ
が
最
も
多
く
、
次
い

で
製
造
コ
ス
ト
上
昇
を
示
す
デ
ー
タ
で
あ
っ

た
。
他
方
、
交
渉
に
当
た
り
根
拠
資
料
を
用
い

て
い
な
い
者
が
回
答
数
の
約
３
割
を
占
め
た
。

価
格
転
嫁
が
必
要
と
な
る
コ
ス
ト
上
昇
分
の

デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
回
答
者
の
半
数
以
上
が

整
理
し
て
い
な
か
っ
た
。

価
格
転
嫁
の
状
況
を
業
種
別
に
み
る
と
、
木

材
販
売
業
に
お
い
て
、「
概
ね
又
は
一
部
実
施

で
き
た
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
が
84
％
と
全

体
と
比
べ
て
高
く
、
素
材
生
産
業
や
プ
レ
カ
ッ

ト
業
で
は
そ
れ
ぞ
れ
50
％
、
47
％
と
全
体
よ
り

も
低
か
っ
た
。「
全
く
実
施
で
き
な
か
っ
た
」

と
回
答
し
た
者
が
、
素
材
生
産
業
で
24
％
、
プ

レ
カ
ッ
ト
業
で
18
％
で
あ
っ
た
。

価
格
転
嫁
を「
概
ね
又
は
一
部
実
施
で
き
た
」

と
回
答
し
た
者
の
価
格
転
嫁
で
き
た
理
由
に
つ

い
て
み
る
と
、「
市
況
デ
ー
タ
を
示
し
た
た
め
」

が
２
９
９
件
、「
合
理
的
な
根
拠
デ
ー
タ
を
示

し
た
た
め
」
が
１
５
１
件
、「
そ
の
他
」
が
74

件
で
あ
っ
た
。「
そ
の
他
」
の
中
に
は
、「
カ
タ

ロ
グ
価
格
の
改
定
に
よ
り
価
格
を
上
昇
さ
せ
た

た
め
」、「
価
格
上
昇
分
も
含
ん
だ
見
積
書
を
提

出
し
て
い
る
た
め
」、「
今
後
の
取
引
に
お
け
る

持
続
可
能
性
を
示
し
た
た
め
」、「
価
格
以
外
の

と
こ
ろ
で
譲
歩
案
を
示
し
た
た
め
」
等
の
回
答

が
あ
っ
た
。

一
方
、「
価
格
転
嫁
で
き
な
か
っ
た
」
と
回

答
し
た
者
の
で
き
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、

「
価
格
交
渉
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
」
が
76
件
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
十
分

な
説
明
を
行
っ
た
も
の
の
、
発
注
側
の
理
解
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
」が
60
件
と
多
か
っ
た
。

「
そ
の
他
」
が
57
件
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、「
需

素材生産業

６．受注者にとって不合理・不利益な商慣習（個別事例①）

受注者にとって不合理・不利益な取引事例業種

・銀行振込手数料の受注者負担は以前からあり、金額にかかわらず引かれて支払われることがある。

・製材品の販売量の減少という理由で、原木の受入れ制限や取引価格の減額を一方的に実施された。

素材生産業

・これまでの商慣習から発注者側における運賃に対しての理解が少なく、少量の出荷でも運賃込みの単価で

しか取引してもらえない。

・納品後の減額要求、取引停止をちらつかせた資材購入要求などをされることがある。

・振込手数料の負担をお願いしているのに、差引いて振り込んでくる。売買契約時に強制的に振込手数料を

差引くことへの合意を求めてくる。

・現場美化会費など、製造メーカーとしては関係ない会費を徴収される。友の会会費・保険料控除・割引料の

名目で清算後に値引きされる。

・発注側が一方的に価格を決定する。納入価格に関し、発注者、受注者双方での協議がなされたことがない。

・いまだに現金払いの場合の金利割引が横行している。

木材加工業

７．価格転嫁に向けた望ましい取引事例（個別事例）

価格転嫁に向けた望ましい取引事例業種

・定期的に買取価格の見直しをしてもらっており、概ね合意できる内容を提示されている。

・三か月に一回、発注側企業と価格調整会議を行っている。

素材生産業

・発注側企業から市況の状況、買い手の傾向を伝えてもらうことで、生産計画に反映することができた。生

産者側としては、販売先の状況がつかめないことが多いので、価格転嫁に向けて、情報交換を密におこな

うことや、販売先に出向くことも必要。

・特定メーカーの安値より、自社との長期安定取引を優先してもらっている。

木材加工業

・注文住宅は建物形状が様々なものが多いにも関わらず坪単価での取引が多く見受けられるが、なかには、

使用した木材材積に応じて都度価格決定をしてもらえるビルダーもいる。その場合、市場価格に見合った

交渉が出来るため、価格転嫁の根拠が示しやすい。

・住宅メーカーのなかには、販売価格の設定において「材料費」「加工賃（加工単位ごとの価格設定）」「運賃」

などの要素が細分化されている取引もあり、その場合は相互に納得のいく建設的な話し合いができる。

プレカット業

・輸入資材は為替の変動が大きく影響するため、一部の発注側企業とは3ヶ月間程度の平均為替を用いて

定期的な価格改正を行う仕組みを導入している。これにより、概ねタイムリーに適正価格の設定が可能。

木材市売市場

等

素材生産業

６．受注者にとって不合理・不利益な商慣習（個別事例②）

受注者にとって不合理・不利益な取引事例業種

・仕入代金の値上げや経費増額分の費用の受け入れの交渉をするも受け入れてもらえず、提示金額に応じ

て仕事量が変わる。

・発注者より指定部材を指定価格で購買させられるが、買い戻しの際は【枚・本単価】ではなく【建物価格・坪

単価】にインクルーズされてしまい販売価格に反映されにくい状態になっているケースがある。

・大手ビルダーは坪単価で価格取り決めがされているが、想定よりも材料が多くなり追加納品を求められて

も、超過分の費用請求ができない。

・取引先のビルダー等が導入した現場管理システムの利用料を負担している。

・『他の業者も行っている・いつもそうしている』という理由で資材の無償提供させられる。

・価格決定時に他社の廉価な価格を提示され、歩み寄りを要求された。

・明確な根拠のない安全協力費・システム利用料を請求される（定額や売上に対する割合など）

プレカット業

・取扱い量の多かった頃に配送を無償サービスで行っていたことがあり、その商習慣から、今も配送の無償

サービスの提供依頼が多くある。

木材市売市場

等

・納品時の材料検査は合格していたが、発注者がその材料を下請け加工事業者に加工委託した際、当該下請

け加工事業者が発注者へ補修代金を請求し、その補修代金の一部を当社に請求された。

・別の取引で回収可能という理由で、支払い遅延をされる。

木材販売業

全市連のホームページアドレス http.//www.zennichiren.com
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価
格
協
議
の
求
め
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
協
議
に
応
じ
な
か
っ
た
り
、
委
託
事
業
者

が
必
要
な
説
明
を
行
わ
な
か
っ
た
り
す
る
な

ど
、
一
方
的
に
代
金
を
決
定
し
て
、
中
小
受
託

事
業
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
行
為
が
禁
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

【
改
正
事
項
】
手
形
払
等
の
禁
止
を
追
加

支
払
手
段
と
し
て
手
形
等
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
、
発
注
者
が
受
注
者
に
資
金
繰
り
に
係
る

負
担
を
求
め
る
商
慣
習
が
続
い
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
本
法
の
適
用

対
象
と
な
る
取
引
に
お
い
て
手
形
払
が
禁
止
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。（
禁
止
行
為
の
「
②
代
金

の
支
払
遅
延
」
に
手
形
払
等
の
禁
止
が
追
加
さ

れ
、「
⑨
割
引
困
難
な
手
形
」
は
廃
止
さ
れ
る
。）

■
第
42
回　

木
と
暮
ら
し
の
ふ

れ
あ
い
展
開
催

東
京
都
と
（
社
）
東
京
都
木
材
団
体
連
合
会

（
庄
司
良
雄
会
長
）
は
10
月
25
日
（
土
）・
26
日

（
日
）、
都
内
江
東
区
の
木
場
公
園
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
「
木
と
暮
ら
し
の
ふ
れ
あ
い
展
」
を
開
催

し
た
。
今
年
は
「
森
を
育
て
た
い
。
だ
か
ら
木

を
使
お
う
。
受
け
継
ご
う
。
日
本
の
文
化
、
木

の
住
ま
い
。」
が
テ
ー
マ
。
25
日
の
式
典
は
、

河
原
塚
晃
実
行
委
員
長
（
都
木
連
副
会
長
、
東

京
材
木
商
協
同
組
合
理
事
長
）
の
開
会
宣
言
で

開
会
、
関
口
尚
志
東
京
都
産
業
労
働
局
次
長
と

庄
司
良
雄
都
木
連
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
小

坂
善
太
郎
林
野
庁
長
官
等
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ

た
。
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
も
演
奏
さ
れ
、
豊
か
な
音

色
が
参
加
者
の
耳
を
楽
し
ま
せ
た
。
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
は
、
雨
天
の
た
め
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ

ン
ト
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
18
の
参
加
団
体
に

よ
る
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
木

要
が
減
少
す
る
な
か
、
受
注
を
獲
得
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
」、「
値
上
げ
を
す
る
と
受
注
が
減

る
た
め
」、「
競
合
他
社
の
価
格
を
提
示
さ
れ
、

対
応
を
飲
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
」、「
他

の
事
業
者
が
安
値
で
販
売
し
て
い
る
た
め
」
等

の
回
答
が
み
ら
れ
た
。

受
注
者
が
発
注
者
か
ら
不
当
に
不
利
益
を
与

え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
事
例
と
し
て
は
、「
代
金

の
支
払
い
遅
延
」
が
最
も
多
く
（
60
件
）、
次

い
で
、「
買
い
た
た
き
」（
56
件
）、「
不
当
な
給

付
内
容
の
変
更
、
や
り
直
し
」（
33
件
）、
返
品

（
33
件
）、
不
当
な
経
済
上
の
利
益
の
提
供
要
請

（
29
件
）
等
が
多
か
っ
た
。

本
調
査
結
果
で
は
、価
格
転
嫁
に
向
け
て
は
、

受
注
者
に
お
い
て
、
生
産
コ
ス
ト
や
市
況
に
関

す
る
デ
ー
タ
等
を
整
理
し
た
上
で
、
発
注
者
に

対
し
積
極
的
に
価
格
交
渉
を
行
う
こ
と
が
重

要
。
併
せ
て
、
発
注
者
に
お
い
て
、
受
注
者
か

ら
の
価
格
交
渉
の
申
し
入
れ
に
応
じ
る
、
定
期

的
に
価
格
交
渉
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
価
格
転

嫁
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
も

必
要
と
ま
と
め
て
い
る
。

■
下
請
法
改
正
―
取
適
法
の
概

要本
年
５
月
に
改
正
さ
れ
た
下
請
法
が
令
和
８

年
１
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
規
制
内
容
の
追
加
や
規
制
対
象
の
拡
大
が

な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
法
律
名
も
通
称
「
取
適

法
（
と
り
て
き
ほ
う
）」
に
変
更
さ
れ
る
。
改
正

の
背
景
に
は
、
製
造
コ
ス
ト
上
昇
を
受
け
、
物

価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
構
造
的
な
価
格
転
嫁
を
実
現
す
る
こ
と
、
こ

れ
を
阻
害
す
る
商
慣
習
を
一
掃
し
取
引
を
適
正

化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

１
　
適
用
対
象
と
な
る
取
引

現
行
の
下
請
法
が
適
用
さ
れ
る
取
引
に
は
、

「
製
造
委
託
」「
修
理
委
託
」「
情
報
成
果
物
作

成
委
託
」「
役
務
提
供
委
託
」
が
あ
る
。
こ
の

う
ち
木
材
業
界
に
か
か
わ
り
の
あ
る
「
製
造
委

託
」
に
お
け
る
「
委
託
」
と
は
、
物
品
の
販
売

等
を
行
う
事
業
者
が
他
の
事
業
者
に
対
し
、
物

品
等
の
規
格
・
品
質
・
性
能
・
形
状
な
ど
を
指

定
し
て
製
造
（
加
工
を
含
む
）
を
依
頼
す
る
こ

と
を
い
う
。
委
託
の
内
容
を
満
た
す
限
り
、
請

負
で
あ
る
か
売
買
で
あ
る
か
と
い
っ
た
契
約
上

の
形
態
は
問
わ
な
い
。
例
え
ば
、
①
木
材
加
工

事
業
者
や
流
通
事
業
者
等
が
、
樹
種
・
径
級
・

材
長
等
を
指
定
し
て
、
素
材
生
産
者
に
原
木
の

生
産
を
委
託
す
る
場
合
、
②
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業

者
や
流
通
事
業
者
等
が
、
樹
種
・
品
目
・
規
格

等
を
指
定
し
て
、
木
材
加
工
事
業
者
に
製
品
の

加
工
を
委
託
す
る
場
合
な
ど
が
下
請
法
の
適
用

対
象
と
な
り
得
る
。

【
改
正
事
項
】
特
定
運
送
委
託
を
追
加

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
運
送
委
託
が
本
法
の

対
象
取
引
に
追
加
さ
れ
る
。
現
行
法
で
は
、
運

送
事
業
者
間
の
物
品
の
運
送
の
再
委
託
の
み
が

対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、
立
場
の
弱
い
物
流
事

業
者
が
荷
役
や
荷
待
ち
を
無
償
で
行
わ
さ
れ
て

い
る
な
ど
、荷
主
・
物
流
事
業
者
間
の
問
題（
荷

役
・
荷
待
ち
）
が
顕
在
化
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
発
荷
主
が
運
送
事
業
者
に
対
し
て
物
品

の
運
送
を
委
託
す
る
取
引
を
本
法
の
対
象
に
追

加
さ
れ
た
。

２
　
適
用
対
象
と
な
る
事
業
者
の
基
準

本
法
が
適
用
さ
れ
る
事
業
者
の
基
準
は
、
資

本
金
で
区
分
さ
れ
て
お
り
、「
製
造
委
託
」
の

場
合
、
①
委
託
事
業
者
が
資
本
金
３
億
円
超
で

あ
り
、
中
小
受
託
事
業
者
が
資
本
金
３
億
円
以

下
の
場
合
、
又
は
②
委
託
事
業
者
が
資
本
金
１

千
万
円
超
３
億
円
以
下
で
あ
り
、
中
小
受
託
事

業
者
が
資
本
金
１
千
万
円
以
下
の
場
合
で
あ
っ

た
。

【
改
正
事
項
】
従
業
員
基
準
を
追
加

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
本
法
の
適
用
対
象
の

基
準
と
し
て
従
業
員
基
準
が
追
加
さ
れ
る
。
従

業
員
３
０
０
人
超
の
委
託
事
業
者
か
ら
従
業
員

３
０
０
人
以
下
の
中
小
受
託
事
業
者
へ
の
委
託

が
新
た
に
対
象
と
な
り
、
資
本
金
区
分
又
は
従

業
員
基
準
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
場
合
に

は
、
本
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

３
　
委
託
事
業
者
の
義
務

下
請
法
で
は
中
小
事
業
者
の
利
益
保
護
の
た

め
、
委
託
事
業
者
に
は
次
の
４
つ
の
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
。
①
発
注
内
容
等
を
明
示
す
る

義
務
、
②
書
類
等
を
作
成
・
保
存
す
る
義
務
、

③
支
払
期
日
を
定
め
る
義
務
、
④
遅
延
利
息
を

支
払
う
義
務
。

４
　
委
託
事
業
者
の
禁
止
行
為

現
行
の
下
請
法
で
は
、
中
小
事
業
者
の
利
益

保
護
の
た
め
、
委
託
事
業
者
に
よ
る
以
下
の
行

為
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
①
受
領
拒
否
、
②
代

金
の
支
払
遅
延
、
③
代
金
の
減
額
、
④
返
品
、

⑤
買
い
た
た
き
、
⑥
購
入
・
利
用
強
制
、
⑦
報

復
措
置
、
⑧
有
償
支
給
原
材
料
等
の
対
価
の
早

期
決
済
、
⑨
割
引
困
難
な
手
形
の
交
付
、
⑩
不

当
な
経
済
上
の
利
益
の
提
供
要
請
、
⑪
不
当
な

給
付
内
容
の
変
更
、
や
り
直
し
。

【
改
正
事
項
】
協
議
に
応
じ
な
い
一
方
的
な
代

金
決
定
の
禁
止
を
追
加

コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
い
る
中
で
、
協
議
す
る

こ
と
な
く
価
格
を
据
え
置
い
た
り
、
コ
ス
ト
上

昇
に
見
合
わ
な
い
価
格
を
一
方
的
に
決
め
た
り

す
る
な
ど
、
上
昇
し
た
コ
ス
ト
の
価
格
転
嫁
に

つ
い
て
の
課
題
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
中
小
受
託
事
業
者
か
ら
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間
浩
一
事
務
局
長
の
指
導
に
よ
り
12
社
か
ら
出

品
さ
れ
た
製
材
品
に
つ
い
て
、「
寸
法
、
技
術
、

表
示
・
結
束
、
乾
燥
、
出
荷
実
績
」
等
の
項
目

に
つ
い
て
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
特
に
品
質

に
優
れ
、製
材
技
術
が
高
い
製
品
が
選
ば
れ
た
。

表
彰
受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
。

①
都
知
事
賞
：
二
宮
木
材
（
株
）

②
都
産
業
労
働
局
長
賞
：
東
北
木
材
（
株
）、

（
株
）
沓
澤
製
材
所
、（
株
）
佐
川
産
業
、（
株
）

ウ
ッ
デ
ィ
ー
コ
イ
ケ
、
影
山
木
材
（
株
）、

③
都
木
連
会
長
賞
：（
有
）
菊
地
製
材
所
、（
有
）

高
林
材
木
店
、（
株
）
佐
川
林
業
、（
株
）
野

上
製
材
所
、
協
和
木
材
（
株
）

表
彰
式
典
の
後
は
活
発
な
セ
リ
が
行
わ
れ

た
。■

国
土
交
通
省
住
宅
局
令
和
８

年
度
予
算
概
算
要
求

国
土
交
通
省
は
、
令
和
８
年
度
予
算
の
概
算

要
求
で
一
般
会
計 

７
兆
８
１
２
億
円
（
前
年

比
１
・
１
９
倍
）
を
要
求
し
た
。
こ
の
う
ち
住

宅
局
関
係
の
概
算
要
求
は
２
、０
６
８
億
円
で
、

以
下
の
施
策
を
主
要
事
項
と
し
て
い
る
。

１
．
住
ま
い
・
く
ら
し
の
安
全
確
保
、
良
好
な

市
街
地
環
境
の
整
備

（
１
）
災
害
対
策
の
強
化

○
耐
震
改
修
・
密
集
市
街
地
解
消
の
着
実
な
促

進

•

住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
支
援

•

自
治
体
等
が
行
う
老
朽
建
築
物
の
除
却
等
に

対
す
る
支
援
の
強
化

○
住
宅
市
街
地
に
お
け
る
水
害
対
策
等
へ
の
支

援
の
強
化

○
地
方
公
共
団
体
と
連
携
す
る
地
域
の
住
宅
生

産
事
業
者
等
が
行
う
災
害
に
備
え
た
モ
デ
ル

的
取
組
へ
の
支
援

（
２
）
災
害
へ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上

○
公
的
賃
貸
住
宅
団
地
の
在
宅
・
地
域
避
難
機

能
の
強
化

•

公
的
賃
貸
住
宅
に
お
け
る
住
戸
の
防
災
性
向

上
工
事
、
災
害
時
の
在
宅
生
活
支
援
施
設
の

設
置
等
へ
の
支
援

（
３
）
被
災
地
に
お
け
る
恒
久
的
な
住
ま
い
の

確
保

○
自
治
体
に
よ
る
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
等
へ

の
支
援

２
．
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
と
流
通
市
場

の
形
成

（
１
）
既
存
住
宅
流
通
市
場
の
活
性
化

○
既
存
住
宅
流
通
市
場
の
拡
大
・
既
存
住
宅
の

維
持
管
理
の
社
会
的
定
着
に
向
け
た
取
組
強

化

•

住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
循
環
を
促
進
す
る
環
境
整

備
へ
の
支
援

•

消
費
者
教
育
、
消
費
者
保
護
に
関
す
る
取
組

へ
の
支
援

に
触
れ
な
が
ら
作
る
木
工
教
室
や
木
工
品
・
木

製
品
の
即
売
な
ど
を
楽
し
ん
た
。
オ
リ
ー
ブ
と

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
配
布
も
行
わ
れ
た
。
東

京
都
木
材
市
場
買
方
組
合
連
合
会
と
東
京
木
材

市
場
協
会
は
協
同
で
木
製
の
棚
づ
く
り
や
マ
イ

箸
づ
く
り
の
体
験
、
ま
な
板
の
即
売
等
を
行
っ

た
。■

第
70
回
全
国
優
良
木
材
展
示

会
開
催
東
京
木
材
市
場

二
宮
木
材
（
株
）
に
東
京
都
知
事
賞

東
京
都
木
材
団
体
連
合
会（
庄
司
良
雄
会
長
）

と
東
京
木
材
市
場
協
会
（
飯
島
義
雄
会
長
）
は

10
月
２
日
（
木
）
に
、東
京
木
材
市
場
（
株
）（
氏

橋
武
史
社
長
）
に
お
い
て
全
国
優
良
木
材
展
示

会
を
開
催
し
た
。
全
優
展
は
、
昭
和
31
年
に
開

始
さ
れ
、
今
年
で
70
回
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
展

示
会
。

前
日
10
月
１
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
審
査
会

に
お
い
て
は
、
東
京
都
木
材
団
体
連
合
会
の
岩

○
総
合
的
な
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
へ
の
支
援

•

マ
ン
シ
ョ
ン
の
長
寿
命
化
等
・
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
老
朽
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
へ
の
支
援

○
既
成
住
宅
地
の
活
用
・
再
生
に
向
け
た
取
組

強
化

（
２
）
空
き
家
対
策
の
強
化

○
空
き
家
の
除
却
・
活
用
促
進
へ
の
支
援
の
強

化

•

空
家
等
活
用
促
進
区
域
制
度
や
空
家
等
管
理

活
用
支
援
法
人
制
度
の
活
用
に
取
り
組
む
自

治
体
へ
の
支
援

３
．
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
多
様
な
住
ま

い
の
確
保

（
１
）
こ
ど
も
・
子
育
て
対
策

○
大
規
模
公
的
賃
貸
住
宅
の
建
替
え
と
併
せ
た

子
育
て
支
援
施
設
の
整
備
へ
の
支
援

○
「
こ
ど
も
つ
な
が
る
Ｕ
Ｒ
（
仮
称
）」
等
の

推
進

•

Ｕ
Ｒ
団
地
に
お
い
て
、
子
育
て
し
や
す
い
住

環
境
の
整
備
（
共
用
部
改
修
・
ソ
フ
ト
施
策

提
供
）
や
優
先
入
居
な
ど
、
子
育
て
世
帯
等

向
け
の
施
策
を
強
化

（
２
）
住
ま
い
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

○
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
整
備
へ

の
支
援

•

高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
資
す
る
良
質

な
サ
高
住
へ
支
援
を
重
点
化

○
居
住
支
援
法
人
等
に
よ
る
居
住
支
援
活
動
へ

の
支
援

（
３
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー

○
既
存
建
築
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
等
へ
の

支
援

４
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築

（
１
）
省
エ
ネ
性
能
向
上
・
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン
）
の
削
減

会場の様子

審査の様子
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○
既
存
住
宅
・
建
築
物
ス
ト
ッ
ク
の
省
エ
ネ
化

の
促
進

○
新
築
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
性
能
の
引
き

上
げ

○
Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
連
携
し
た
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
実
施
等
へ
の

支
援

（
２
）
木
材
利
用
の
促
進

○
優
良
な
中
大
規
模
木
造
建
築
物
等
の
整
備
等

へ
の
支
援

○
木
造
建
築
物
等
の
規
制
合
理
化
に
向
け
た
基

準
整
備

（
３
）
住
宅
・
建
築
物
分
野
の
Ｄ
Ｘ
推
進

○
建
築
行
政
手
続
等
の
総
合
的
な
Ｄ
Ｘ
化
へ
の

取
組
強
化

○
空
き
家
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
整
備

（
４
）
住
宅
・
建
築
分
野
の
国
際
展
開

○
新
興
国
等
に
お
け
る
事
業
展
開
へ
の
支
援

※
令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
の
詳
細
は
以
下

の
国
土
交
通
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
。

https://w
w

w
.m

lit.go.jp/page/kanbo 
05_hy_003335.htm

l

■
東
京
木
材
相
互
市
場　

相
互

吹
上
市
場
開
設
50
周
年
記
念
式

典
を
開
催

（
株
）東
京
木
材
相
互
市
場（
西
村
信
洋
社
長
）

は
、
10
月
７
日
、
相
互
吹
上
市
場
開
設
50
周
年

記
念
式
典
を
開
催
し
た
。
記
念
式
典
で
西
村
社

長
は
、「
市
場
開
設
か
ら
お
か
げ
さ
ま
で
約
半

世
紀
、
今
日
と
い
う
晴
れ
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
の
も
皆
々
様
方
の
ご
厚
情
と
不
断
の
努
力

の
賜
物
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
１
月
よ
り
吹
上
市
場
は
時
代
の
流
れ
に
対
応

す
べ
く
単
式
市
場
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
新
た
な
風
を
吹
上
か
ら
、
活
気
あ
る
業
界

に
な
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
挨
拶
し
た
。
式
典
で
は
、
栄
和
会

歴
代
理
事
長
、
相
談
役
、
歴
代
市
場
長
、
歴
代

問
屋
組
合
長
の
各
代
表
や
記
念
市
来
場
皆
勤
者

等
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
午
後
に
は
多
数
の
買

い
方
が
参
加
し
、
く
じ
引
き
や
ビ
ン
ゴ
な
ど
の

特
別
企
画
も
交
え
て
活
発
な
競
り
が
行
わ
れ

た
。■

林
野
庁
秋
の
人
事
異
動
（
抜
粋
）

10
月
１
日
付
幹
部
異
動

○
退
職
←
森
谷
克
彦
（
中
部
森
林
管
理
局
長
）

←
佐
伯
知
広（（
独
）農
林
漁
業
信
用
基
金
理
事
）

←
石
田
良
行
（
林
野
庁
森
林
整
備
部
付
）

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会（
建
築
士
会
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
）開
催

の
ご
案
内

全
市
連
で
は
、
木
材
を
取
り
扱
う
方
々
等
を

対
象
に
木
の
見
分
け
方
や
基
本
的
性
質
、
木
造

建
築
に
関
す
る
実
践
的
な
知
識
、
日
本
の
林
業

の
ほ
か
環
境
問
題
や
木
材
需
給
等
の
学
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
下
記
に
よ
り
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
定
員
は
東
京

会
場
が
40
名
程
度
、大
阪
会
場
が
40
名
程
度
で
、

日
程
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
東
京
会
場
】

令
和
８
年
２
月
６
日（
金
）
９
：
30
～
17
：
20
、

２
月
７
日（
土
）
９
：
00
～
16
：
00

（
於
）
砂
防
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
平
川
町

２-

７-

４
）

【
大
阪
会
場
】

令
和
８
年
２
月
20
日（
金
）
９
：
30
～
17
：
20
、

２
月
21
日（
土
）
９
：
00
～
16
：
00

（
於
）
大
阪
木
材
仲
買
会
館
（
大
阪
市
西
区
南

堀
江
４
丁
目
18
番
10
号
）

受
講
料
は
、
２
５
、０
０
０
円
（
受
講
料
、

テ
キ
ス
ト
代
等
を
含
む
）

申
し
込
み
の
受
付
は
12
月
１
日
か
ら

［
問
合
先
］（
一
社
）
全
日
本
木
材
市
場
連
盟　

文
京
区
後
楽
１-

７-

12　

林
友
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３-

３
８
１
８-

２
９
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３-

３
８
１
８-

２
９
０
７　

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

の
活
動
・
資
格
の
活
用

木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
を
受
講
さ

れ
た
多
様
な
有
資
格
者
か
ら
、
講
習
会
で
学
ん

だ
こ
と
の
仕
事
等
へ
の
活
用
事
例
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

地
域
材
を
活
用
し
た
住
宅
建
築
に
携
わ
っ
た

際
、
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習
会
で
学
ん
だ
樹

種
の
特
性
や
加
工
方
法
に
つ
い
て
の
知
識
は
お

客
様
に
適
切
な
材
料
選
び
の
提
案
を
行
う
際
に

役
立
っ
た
。
講
習
会
で
学
ん
だ
木
材
の
環
境
負

荷
低
減
効
果
の
知
識
を
も
と
に
、
お
客
様
に
環

境
意
識
の
高
い
提
案
を
行
い
、
結
果
と
し
て
木

材
を
選
択
す
る
お
客
様
が
増
え
た
。
木
材
を
多

田
の
資
材
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
魅
力
や
可
能
性
を
お
客
様
に
伝
え
る
力
を
身

に
着
け
る
こ
と
が
で
き
た
。（
建
築
会
社
）

工
場
で
の
原
木
の
利
用
が
山
林
所
有
者
に
利

益
を
還
元
し
、
森
林
管
理
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と

な
る
こ
と
、
地
域
の
森
林
の
整
備
に
貢
献
で
き

る
こ
と
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
や
資
源
の
有
効
利
用

な
ど
、
製
材
工
場
の
外
側
の
世
界
が
見
え
る
よ

う
に
な
り
、
日
々
の
業
務
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
た
。（
製
材
工
場
）

入
社
し
て
間
も
な
い
時
期
で
木
材
の
知
識
が

少
な
く
、
取
引
先
に
対
し
て
商
品
の
説
明
が
う

ま
く
で
き
な
か
っ
た
が
、
木
ア
ド
講
習
会
を
受

け
て
か
ら
は
販
売
に
対
し
て
自
信
が
持
て
る
よ

う
に
な
っ
た
。
商
品
情
報
だ
け
で
な
く
こ
の
講

習
会
で
得
た
知
識
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ

り
、
環
境
意
識
の
高
い
取
引
先
へ
の
売
り
上
げ

に
つ
な
が
っ
た
。（
木
材
市
場
）

お
客
さ
ま
か
ら
木
材
の
強
度
に
関
す
る
質
問

を
受
け
る
機
会
が
多
い
が
、
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
講
習
会
で
得
た
知
識
を
活
か
し
て
樹
種
別

の
木
材
の
特
性
や
強
度
の
違
い
を
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
、
先
方
に
こ
ち
ら
の
提
案
に
納
得
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
多
く
あ
る
。（
プ
レ

カ
ッ
ト
工
場
）

日
常
の
業
務
で
は
学
ぶ
機
会
の
な
い
木
材
の

構
造
や
性
質
、
木
造
建
築
等
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
を
得
て
、
業
務
の
中
に
新
た
な
発
見
が
増
え

た
。
高
校
生
を
対
象
と
し
た
職
業
体
験
を
担
当

し
た
時
に
、
木
材
の
性
質
を
自
信
を
も
っ
て
説

明
で
き
た
。（
林
業
事
業
体
）

競りの様子


